
 

 

 

NEWS RELEASE 

２０２６年７月 17日（金） 

 

函館どつく株式会社（本社：函館市／代表取締役社長：服部 誠）は、このたび洋上風力発

電の作業員輸送船（CTV：Crew Transfer Vessel）「RERA AS（レラアシ）」の中間検査工事

を、6月 22 日から 7月 9日までの工期で実施しました。CTV の受け入れは、当社として初め

てとなります。 

 

「RERA AS」は、日本郵船株式会社が保有し、同社グループの北洋海運株式会社（本社：北

海道苫小牧市）が船舶管理・運航を担う CTV です。石狩湾新港の洋上風力発電施設におい

て、風車の保守作業にあたる作業員を洋上の現場と陸上拠点の間で輸送しています。日本郵

船グループが保有・運航する初の CTV であり、国内で就航中の CTV としては最大の総トン数

を備えています。船名はアイヌ語で「風が吹く」を意味しています。 

本船はアルミ合金製の双胴船（カタマラン）で、全長 27.10 メートル、型幅 9.00 メート

ル、旅客定員 12名。CTV は高速性と安定性が求められる特殊な船種であり、国内での就航例

がまだ少ない船種です。本工事では、法定の中間検査に対応するとともに、4 基のポッド型推

進器を取り外して点検・整備を行いました。 

当社は今後も、時代の要請に応える技術力と柔軟な対応力で持続可能な海運業の発展に貢

献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

洋上風力発電作業員輸送船（CTV）の中間検査工事を実施 

― アルミ合金製双胴船「RERA AS」― 

 

当社第 2 号ドックに入渠する「RERA AS」 中検を終え係留した「RERA AS」 


